
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。『
い
の
ち

の
持
ち
物
け
ん
さ
』
や
『
あ
る
も
の
な

い
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
を
通
し
て
、

難
民
の
人
々
に
共
感
を
持
て
る
よ
う
な

授
業
に
し
て
い
ま
す
」。

学
び
の
た
め
の
二
つ
の
教
材

 

「
い
の
ち
の
持
ち
物
け
ん
さ
」
は
、

S
O
A
R
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
松
下
真

央
さ
ん
が
考
案
し
た
体
験
学
習
の
教
材

だ
。
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
「
代

わ
り
の
な
い
も
の
」「
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
」「
ど
ち
ら
で
も
な
い
も
の
」

の
三
つ
に
分
け
て
書
き
出
し
、
そ
れ
が

な
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る

か
を
考
え
る
。「
自
分
が
幸
運
に
も
持

ち
え
て
い
る
も
の
を
書
き
出
し
て
、〝
自

分
〞
と
は
何
者
な
の
か
を
〝
見
え
る
化
〞

し
ま
す
。
疑
似
体
験
を
行
う
こ
と
で
難

民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も

ら
い
ま
す
」
と
天
沼
さ
ん
。

 

「
あ
る
も
の
な
い
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
は
よ
り
や
さ
し
く
、
小
学
校
高
学

年
か
ら
で
も
取
り
組
め
る
教
材
だ
。
難

民
の
人
々
の
現
状
を
撮
影
し
た
写
真
を

見
せ
て
、「
難
民
に
な
い
も
の
」「
難
民

に
あ
っ
て
私
た
ち
に
は
な
い
も
の
」「
両

方
に
あ
る
も
の
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
出
張
授
業
の
経
験
か
ら
「
最

初
は
『
難
民
に
な
い
も
の
』
に
目
が
い

き
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
『
生
き

る
力
が
も
の
す
ご
い
』『
不
自
由
な
環
境

で
も
学
ん
で
い
る
』『
家
族
で
助
け
合
っ
て

日
本
で
の

難
民
理
解
を
深
め
る

　

難
民
と
は
、
紛
争
や
迫
害
に
よ
っ
て

故
郷
を
追
わ
れ
、
国
境
を
越
え
て
逃
れ

た
人
々
の
こ
と
。
1
9
5
0
年
に
設
立

さ
れ
た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
U
N
H
C
R
）
は
、
国
連
の
難
民
支

援
機
関
と
し
て
数
々
の
人
道
援
助
活
動

を
行
っ
て
き
た
。
今
、
難
民
・
国
内
避

難
民
な
ど
を
含
め
約
7
4
8
0
万
人

（
2
0
1
8
年
末
時
点
）
が
支
援
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
公
式
支
援
窓
口
で
あ
る
国
連

U
N
H
C
R
協
会
は
、
募
金
活
動
や
広

報
を
通
し
て
U
N
H
C
R
の
活
動
を
支

援
し
て
い
る
。「
難
民
の
状
況
を
知
り
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
一

歩
踏
み
出
し
て
も
ら
う
た
め
に
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
同
協

会
の
天
沼
耕
平
さ
ん
は
語
る
。

　

出
張
授
業
は
、
そ
ん
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
だ
。学
生
団
体
の
S
O
A
R（
ソ

ア
：Students' O

rganization 

A
ssem

bled for R
efugees

）
と
連

携
し
て
学
校
に
講
師
を
派
遣
し
、
難
民

を
取
り
巻
く
問
題
や
国
際
協
力
な
ど
を

テ
ー
マ
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
小
中

高
校
の
総
合
的
な
学
習
や
文
化
祭
で
の

発
表
の
事
前
学
習
、
大
学
の
授
業
な
ど

へ
の
派
遣
が
多
い
。
天
沼
さ
ん
は
出
張

授
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
目
的
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
な
い
難
民
問
題
へ
の
理
解
を

国連UNHCR協会の取り組み
国際理解教育のテーマの一つ、難民。

学校の授業などを通して理解を深めることができるように、
国連UNHCR協会では教材を開発し、活用方法を広めている。

世界につながる教室⑩

国連UNHCR協会
天沼耕平（あまぬま・こうへい）さん

今回紹介した教材のほ
かにも、学習で活用でき
る資料や教材を用意し
ています。
ぜひご活用ください！

東京で行われた教員向けセミナー。

写真●国連UNHCR協会

参加者に進め方を説明する。 授業を通し、難民について学ぶ生徒たち。
出た意見をホワイト
ボードにまとめる。

出張授業で難
民の写真を見
せる天沼さん。

〝自分ごと"として難民を考える

い
る
』
な
ど
、『
難
民
に
あ
る
も
の
』
を
見

つ
け
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
、
天
沼

さ
ん
は
授
業
の
様
子
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

最
終
的
な
目
標
は
「
難
民
問
題
に
対

し
て
自
分
た
ち
に
な
に
が
で
き
る
か
」

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
多

く
の
授
業
で
、
児
童
や
生
徒
、
学
生
た

　国連UNHCR協会の天沼さんと小学校教員の一杉大介
さんが共同で作成。小学生でもとらえやすいように難民の
写真を見ながら彼らと自分たちの現状を比較し、学びを深
めていくもの。現場の教員にも取り組みやすい内容だ。

国連UNHCR協会作成！
難民を知るための二つの教材

　2013年に行われた「大学生×難民支援～学生アイディアコ
ンペ～」（国連UNHCR協会、学生団体SOAR主催）で最優秀
アイデア賞を受賞した教材。難民の人たちの心の痛みに寄り
添い、「自分にできることはなにか」を考えるきっかけとする。

詳しくは、国連UNHCR協会
ウェブサイト内の

「難民についての授業の広場」を
ご覧ください

学生団体SOAR
2016年度共同代表
松下真央（まつした・まお）さん
　難民問題を通じて、同じ地球上で起きている
出来事の理不尽さを感じました。日本にいる私
たちが“自分”という存在を見つめ直すことで、で
きることを考えるきっかけになればと思って考え
たのが「いのちの持ち物けんさ」です。 

作成した大学生

ち
の
意
識
が
変
わ
る
様
子
を
見
て
き
た
。

「
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
か
に
自
分
の
こ
と
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
自
分

も
難
民
と
同
じ
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

│
そ
う
感
じ

る
こ
と
で
意
識
は
変
わ
り
ま
す
」。

教
員
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

国
連
U
N
H
C
R
協
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
教
材
を
学
校
で
活
用
で
き
る
よ
う
、

教
員
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
教
員
だ
け
で
な
く

大
学
生
、
一
般
企
業
の
C
S
R
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
担
当
者
や
N
G
O
の

ス
タ
ッ
フ
、
さ
ら
に
最
近
で
は
「
関
心
が

あ
る
の
で
」
と
い
う
中
学
生
や
高
校
生
も

参
加
し
て
い
る
。「
セ
ミ
ナ
ー
で
は
参
加

者
同
士
で
教
材
に
取
り
組
み
、
授
業
の
流

れ
や
コ
ツ
な
ど
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

多
業
種
の
方
々
が
集
ま
り
、
セ
ミ
ナ
ー
後

に
交
流
が
続
く
場
合
も
あ
り
ま
す
」
と
天

沼
さ
ん
。
参
加
し
た
教
員
の
多
く
が
、
セ

ミ
ナ
ー
で
の
体
験
を
も
と
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

6
月
20
日
は
「
世
界
難
民
の
日
」。
世

界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
振
る
っ
て
い
る
今
、
難
民
が
必
要
と

す
る
支
援
も
増
え
て
い
る
は
ず
だ
。「
世

界
に
目
を
向
け
て
考
え
ら
れ
る
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
た
め
に
も
、
多
く
の
学

校
で
難
民
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
当
協
会

の
教
材
や
出
張
授
業
を
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

いのちの持ち物けんさあるものないものワークショップ

1  自分が誰であるかを見える化
　自分がどんな人間なのかを理解するために、
今持っているものや自分を証明するものを書き出
し、3色に分類する。

2  喪失の疑似体験
 　1で挙げたもののうち「いのち」以外を順番に
すべて失ったら（＝難民の人たちと近い状態）、
と想像する。

3  自分への気づき
　今の自分をふり返って、かけがえのないものを
失った難民の人たちのためにできることを考える。

今の私と同じような状況
の人たちが、ある日突然
難民になってしまうことも
あると学んだ。� （高校生）

違った視点で自分を見つ
めなおすことができた。
� （中学生）

1  写真を通して現状を比較
　難民の状況を撮った4枚の写真を示し、「ないもの
はなに？」と問いかける。物だけでなく、人権や自由、
家族などを奪われ、難民になっていることに気づく。

2  別の写真で「ある」ものを探す
　1とは違う4枚の写真を示し、「難民にあって、自分
たちにないもの」を考える。表情や洋服、その場の状
況などから写真の中の人物が持っているものを探す。
そして、感情や生活など自分たちと難民との共通部分
を見つける。

3  私たちにできることを考える
　最後に、今の私たちにできること、これからの私たち
にできること、日本社会にできることをグループで話し
合い、発表する。

自分にもできる
ことがあるとわ
かった。�（小学生）

将来林業につきたいの
で、僕が伐った木で難
民の人たちに家を造り
たい。� （小学生）

教材の使い方が
よくわかる
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